業界横断2013-2-02

２０１３年度 第１回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

 国連CEFACT日本委員会 サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2013年７月16日（火）　14：00～16：40
２．開催場所　：　機械振興会館５階　５Ｓ-１会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　　
会　　員     
兼子　邦彦
小島プレス工業株式会社

特別会員　
石垣　　充
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員
永山　明洋
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
会　　員     
菅野　修一
小島プレス工業株式会社


会　　員
遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社
会　　員　
河野　祐一
住友化学株式会社　

会　　員
藤野　裕司
株式会社データ・アプリケーション
会　　員
安達　辰巳
日本電気株式会社
会　　員
梶原　俊博
日本情報通信株式会社

業界委員　
川内　晟宏
ITコーディネータ協会


業界委員　
鈴木　　誠
ITコーディネータ協会


業界委員　
斉藤　良一
共通XML／EDI実用化推進協議会

業界委員　
武山  一史
一般社団法人日本物流団体連合会



業界委員
宮崎世始久
全日本電設資材卸業協同組合連合会

業界委員
津川　雅良
全日本電設資材卸業協同組合連合会

オブザーバー
松山　博美
ITコーディネータ協会　

オブザーバー
加藤　重雄
パティオシステムズ株式会社　
事 務 局　
菅又　久直
サプライチェーン情報基盤研究会



事 務 局　
坂本　理枝
サプライチェーン情報基盤研究会

出席者19名
議事に先立ち、配布資料（３ページ参照）には席上配布の補助資料も加えたことを事務局が説明した。　
４．議事概要　
４－１．自己紹介およびタスクフォースリーダー選出　

・2013年度第１回会議に際し、出席者の自己紹介および名簿（業界横断2013-1-02）の確認を行った。

・本年度当TFリーダーの選出を行い、小島プレス工業株式会社兼子邦彦氏が、全出席者の賛成を得て前年度に続き再任された。

　

４－２．業界横断EDI仕様V2.0の成果　
・業界横断EDI仕様V2.0ビジネスインフラガイドブックに関し、資料（業界横断2013-1-03）により、事務局が概要説明を行った。　
・同ガイドブックV2.0の構成、V1.1およびV2.0両版の各内容等、V2.0の適用の仕方、メッセージのひな型、請求メッセージ例による個別領域への適用等を､同資料スライド２～16で示した。

・同スライド17の「メッセージ辞書の連携と管理」掲出のメッセージ辞書レジストリの設計を本年度実施する予定であること、業界横断EDIメッセージに関するレジストリの管理、メッセージ登録、コード表管理等のための手順を決めることが必要であり、本年度活動計画に加えることになる旨を説明した。　

・同説明に関し、質疑応答があった。：
　（問）業界横断データ辞書は、どこがメンテナンスを行うのか。
　（答）国連CEFACTのCCLは、年に２回更新が行われる。その日本版である業界横断データ辞書については、SIPSが行う。　
４－３．2013年度活動計画　
・2013年度活動計画に関し、資料（業界横断2013-1-04）によりリーダーが概要説明を行った。
・本年度計画している下記⑴～⑷の概略、および実証実験に関する2012年度の結果と2013年度の予定（業界横断2013-1-05）を説明した。：　
⑴ 業界横断EDI仕様V2.0 に基づく国内実証の推進､　　⑵ 業界横断データ辞書フレームワークによる新領域への展開、　 　⑶ 海外進出企業の現地取引調査、　　　　⑷ 海外現地取引のためのビジネスインフラ整備
・⑴の国内実証の推進に関し、中小企業共通EDIにおける実証と、自治体消耗品購買EDIにおける実証は、平成25年度｢新あいち創造研究開発補助金｣事業の一部として実施する。
・同実証実験パターン③ではEDIと金融機関との連携（「でんさいネット」：　(一般社)全国銀行協会､2013年２月稼働）により､支払期間短縮につながる「金融EDI連携の実証実験」も行う。これは「でんさいネット」への日本初の接続モデルの提案となる。これに関連し、７月10日に日本銀行金融機構局金融高度化センターで開催の、商流ファイナンスに関するワークショップ「商流・金流結合の可能性を探る｣において｢金融EDIに関する実証実験について」と題しリーダーおよび豊田市の関係者３氏がプレゼンテーションを行った旨、席上配布資料による紹介があった。
・業界メッセージである、全日本電設資材卸業協同組合連合会（JEDA)の電設資材卸業注文メッセージを、国連CEFACT標準に準拠しクラス図にした参考資料に関し､これを作成した事務局から概要説明が行われた。JEDAの合意を得れば、業界横断EDI仕様マッピング作業グループを作って進めることになる。
・電設資材卸業界では昭和55年に電設資材卸販売管理システムを開発し使用して来ている。今後､EDIの実証実験も行い、業界横断EDI仕様と整合化したいと考えている。　　
・同意向に対し、当TF作成予定である管理手続に基づき、領域メッセージ辞書に登録して実証実験の被験業界になってもらえればとの要望を事務局が述べた。　
・スライド５、⑶の現地取引調査に関して、現地取引実態調査予定国のインドネシア、現地取引EDI実証実験可能性調査予定国のタイのほか、調査候補国案に席上、中国、ミャンマーの名が挙げられ、状況や時期を見て将来調査する可能性はあろうか等が話し合われた。　
・現地取引調査の具体的な計画はこれからであるため、調査は10月にかかる頃になろうとの見通しが話し合われた。　
・スライド６、⑷ 海外現地取引のためのビジネスインフラ整備に関しては、海外対応のためのビジネスインフラガイドブックを英訳し、それを基にAFACTメンバーの意向を調査しプロジェクト化を検討してもらう。11月にベトナム ホーチミンにおいてAFACT会議が開催される。その際にアジア版業界横断辞書フレームワーク案を策定し､これに則りメッセージ辞書レジストリ設計を行い､AFACTにアジア・レジストリを提案する。　
・同件に関し、以下の質疑応答があった。：
（問）そうすることで、何か良いということがあるか。　
（答）AFACTに持ち込んでプロジェクト化を検討してもらい、また、国連CEFACTにも評価を行ってもらえる。ガチガチに固められた標準でなく、融通性のあるものになることが望ましい。グローバルスタンダードがどういうものになるかに関わる。　　　　　　　　　　　　　　　　
・スライド７の活動実施グループ(案)に関し、各位の担当希望を協議した。：　
(1) 業界横断EDI仕様V2.0 に基づく国内実証の推進　
・中小企業共通EDIにおける実証： 　兼子、川内、JEDA
・自治体消耗品購買EDIにおける実証： 　兼子
　⑵ 業界横断データ辞書フレームワークによる新領域への展開
　　　・領域メッセージ辞書登録管理手続の整備：  遠城、菅又
・新領域メッセージ辞書開発支援：  川内、武山、JEDA､(河野)  
(3) 海外進出企業の現地取引調査
・インドネシアにおける現地取引実態調査： 山田、菅野、河野、斉藤、梶原、菅又
・タイにおける海外現地取引EDI実証可能性調査：  兼子、藤野
(4) 海外現地取引のためのビジネスインフラ整備
・海外対応のためのビジネスインフラガイドブック整備：  菅又、石垣
・メッセージ辞書レジストリ整備：  安達、菅又　
・各グループは詳細活動計画を策定し、次回TF会議までに提出することが了解された｡

・事務局より、7月18、19日に開催予定の｢アジアシームレス物流フォーラム｣(参加無料）のパンフレットが10枚程あり、関心ある方は参加されたいとの案内があった。
４－３． 今後の予定　
・資料04スライド８の「活動スケジュール(案)」７～11月のスケジュール等を勘案し、下記の次回会議日程を合意した。

・第２回TF会議
９月１７日（火）　14:00～17:00
　
配布資料 一覧： 
業界横断2013-1-01　第1回国際／業界横断EDI TF議事次第

業界横断2013-1-02　国際／業界横断EDI TF委員名簿

業界横断2013-1-03　ビジネスインフラガイドブックV2.0
業界横断2013-1-04　国際／業界横断EDI活動計画

業界横断2013-1-05　実証実験資料
補助資料　　
1.新あいち創造研究開発補助金 平成25年度採択案件－『金融EDI(電子データ交換)連携を考慮した｢国際EDI標準(国連CEFACT)｣の中小企業の活用に関する実証実験』
2.同件「事業概要説明書」

3.商流ファイナンスに関するワークショップ（７月10日於.日本銀行金融機構局金融高度化センター）でのプレゼンテーション「金融EDIに関する実証実験について」の紹介資料

4.全日本電設資材卸業協同組合連合会(JEDA）電設資材卸業注文メッセージの、国連CEFACT標準に準拠したクラス図とその情報項目（事務局）
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